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令和５年第３回氷川町議会定例会会議録（第１号） 

 

令和５年６月１２日 

午前１０時００分開議 

於       議場 

 

１．議事日程 

日程第 １ 会議録署名議員の指名 

日程第 ２ 会期の決定 

日程第 ３ 諸般の報告 

日程第 ４ 行政報告 

報告第 １号 有限会社氷川町まちづくり振興会の経営報告につい                                                           

て 

報告第 ２号 令和４年度氷川町繰越明許費繰越計算書（一般会計）

について 

日程第 ５ 承認第 ２号 専決処分の報告及び承認について 

日程第 ６ 承認第 ３号 専決処分の報告及び承認について 

日程第 ７ 承認第 ４号 専決処分の報告及び承認について 

日程第 ８ 議案第２７号 氷川町重度心身障がい者医療費助成に関する条例の

一部を改正する条例について 

日程第 ９ 議案第２８号 令和５年度氷川町一般会計補正予算（第３号）につい

て 

日程第１０ 議案第２９号 工事請負契約の締結について 

日程第１１ 諮問第 １号 人権擁護委員候補者の推薦について 

 

２．出席議員は次のとおりである（１２名）。 

１番  飯 田 健 二        ２番  西 尾 正 剛 

３番  木 下   厚        ４番  清 田 一 敏 

５番  長 尾 憲二郎        ６番  吉 川 義 雄 

７番  上 田 俊 孝        ８番  三 浦 賢 治 

９番  上 田 健 一       １０番  松 田 達 之 

１１番  片 山 裕 治       １２番  米 村   洋 

 

３．欠席議員はなし。 

 

４．職務のため議場に出席した事務局職員の職氏名 

事 務 局 長  山 本 昭 義   書 記  川 野 瑠 美 
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５．説明のため出席した者の職氏名 

町    長  藤 本 一 臣   副 町 長  平   逸 郎 

教 育 長  西 村   裕   総 務 課 長  増 永 光 幸 

企画財政課長  西 村 憲 志   税 務 課 長  平 山 早 苗 

町 民 課 長  坂 本 哲 也   福 祉 課 長  岩 本 博 美 

農業振興課長  増 住 豪 二   農 地 課 長  坂 梨 俊 弘 

建設下水道課長  白 丸 浩 二   地域振興課長  村 上 孝 治 

会計管理者  星 田 達 也   学校教育課長  西 田 美 子 

生涯学習課長  荒 平 健 二   代表監査委員  島 田 博 行 
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開会 午前１０時００分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（米村 洋君） ただいまから、令和５年第３回氷川町議会定例会を開会しま

す。 

これから本日の会議を開きます。 

本日の議事日程はお手元に配付のとおりです。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第 １ 会議録署名議員の指名 

○議長（米村 洋君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

本定例会の会議録署名議員は、会議規則第１２０条の規定によって、１０番、松田

達之君、１１番、片山裕治君を指名します。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第 ２ 会期の決定 

○議長（米村 洋君） 日程第２、会期の決定を議題とします。 

お諮りします。本定例会の会期は、本日から６月１６日までの５日間としたいと思

います。御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（米村 洋君） 異議なしと認めます。したがって、会期は本日から６月１６

日までの５日間に決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第 ３ 諸般の報告 

○議長（米村 洋君） 日程第３、諸般の報告を行います。 

今回受理した請願・陳情等は、配付資料フォルダに格納しました請願・陳情一覧表

のとおりです。 

この中で、１番、国に対し適格請求書等保存方式インボイス制度の延期・見直しを

求める陳情書は議会フォルダに資料を格納します。 

次に、例月現金出納検査が実施されて、その報告書が提出されていますので報告し

ます。 

次に、令和５年４月２６日に、熊本県町村議会議長会県当局等の要望活動が熊本市

で開催され、副議長が出席しましたので報告します。 

次に、令和５年５月２３日に、全国町村議会議長会議長・副議長研修会が東京で開

催され、また、２４日に県関係国会議員への要望が行われ、それぞれ副議長が出席し

ましたので報告します。 

次に、令和５年５月２６日に、熊本県町村議会議長会理事会が熊本市で開催され、

議長が出席しましたので報告します。 

次に、八代広域行政事務組合議会令和５年２月定例会が開催され、会議録が提出さ

れていますので報告します。 

次に、令和５年第１回氷川町及び八代市中学校組合議会定例会が開催され、また、
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第２回氷川町及び八代市中学校組合議会臨時会が開催され、それぞれの会議録が提出

されていますので報告します。 

なお、これらの報告書及び会議録は議会事務局に保管してありますので、御自由に

閲覧願います。これで諸般の報告を終わります。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第 ４ 行政報告 

報告第 １号 有限会社氷川町まちづくり振興会の経営報告につい                                                           

て 

報告第 ２号 令和４年度氷川町繰越明許費繰越計算書（一般会計）

について 

日程第 ５ 承認第 ２号 専決処分の報告及び承認について 

日程第 ６ 承認第 ３号 専決処分の報告及び承認について 

日程第 ７ 承認第 ４号 専決処分の報告及び承認について 

日程第 ８ 議案第２７号 氷川町重度心身障がい者医療費助成に関する条例の

一部を改正する条例について 

日程第 ９ 議案第２８号 令和５年度氷川町一般会計補正予算（第３号）につい

て 

日程第１０ 議案第２９号 工事請負契約の締結について 

日程第１１ 諮問第 １号 人権擁護委員候補者の推薦について 

○議長（米村 洋君） 日程第４、報告第１号、有限会社まちづくり振興会の経営報

告についてから、日程第１１、諮問第１号、人権擁護委員候補の推薦についてまでを

一括議題とします。 

町長の挨拶及び提案理由の説明を求めます。町長、藤本一臣君。 

○町長（藤本一臣君） 皆さま、おはようございます。若鮎踊る初夏の季節を迎えて

おりますが、議員各位には日々御活躍のこととお喜びを申し上げます。 

本日は、令和５年第３回氷川町議会定例会を招集いたしましたところ、議員各位に

は公私ともに大変お忙しい中にお繰り合わせ、御出席をいただきまして、誠にありが

とうございます。 

また、日頃より、行政運営、町政運営にあたりまして格段の御理解と御協力を賜り、

心より感謝とお礼を申し上げます。 

新型コロナウイルス感染症につきましては、感染法上の位置づけが２類から５類に

引下げられまして、今後は、ウィズコロナ、アフターコロナの取組を進めることによ

り、経済活動が好循環につながることを願っております。 

また、第６回目のワクチン接種を医師会の先生方と連携を図りつつ、慎重かつ、万

全を期して実施してまいります。 

世界の情勢不安を背景に物価が高騰し、私たちの生活を圧迫しておりますが、その

回復を図るため、国においては、電力、ガス、食料品等、価格高騰等重点支援策に向

けた補正予算を成立させ、地方創生臨時交付金に上乗せして交付をいただいておりま
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す。また、県においても、物価高騰対応生活者支援交付金を交付することとされてお

ります。 

このような交付金を活用しまして、本町におきましても、物価高騰対応生活者支援

対策を実施することといたしております。主なものを少し御紹介いたします。 

まず、ＬＰガス使用世帯支援事業として、ガス料金の一部を補助することとし、本

定例会に補正予算を提案いたしております。 

氷川町施設園芸燃油価格高騰対策支援事業として、施設園芸作物８品目の生産に関

わる燃油代の一部を補助し、生産者の負担を軽減することとしております。これは昨

年度からの継続でございます。 

あわせまして、氷川町工芸作物等燃油価格高騰対策事業といたしまして、工芸作物、

い草、葉たばこ、２品種の燃油高騰代の一部を補助し、生産者の負担を軽減すること

としております。 

畳表経糸価格高騰対策事業補助金といたしまして、畳表経糸代の一部を補助し、生

産者の負担を軽減することといたします。 

物価高騰対策子育て応援券を支給いたしました。３歳未満児のおむつ、ミルク、お

しりふきの購入クーポン券を交付し、子育て世帯の負担を軽減することといたしまし

た。 

その他、さまざまな、交付金事業を計画いたしております。それぞれの予算の中で、

また御審議をいただければと思います。 

さて、本町を含む九州北部地方は、例年よりも早い５月２９日に梅雨入りをいたし

ました。それと同時に、台風２号が接近いたしまして、早々に大雨となりましたが、

大きな被害もなく通過しまして、安堵しているところであります。 

ただ、これからが本格的な雨期を迎えます。水害及び土砂災害等につきましては、

警戒を怠らず、留意するとともに、大きな災害が起きないことを願っているところで

あります。 

本町の防災関連対策につきましては、皆さま御承知のとおりでございますが、少し

御紹介いたします。 

地区防災計画、それぞれ町内３９地区全てで見直しを完了いたしております。計画

に沿った地区ごとの訓練を実施していただくよう、区長会議及び消防団幹部会議にお

いて、依頼をいたしました。 

災害を未然に、また、最小限に防ぐためには、自分の身は自分で守る、自分たちの

まちは自分たちで守るという意識のもとに、常に危機意識を持つことが必要でありま

す。 

あわせて、有事の際の迅速、的確な対応が最も重要でありまして、このことが、安

全安心に暮らせるまちづくりにつながるものと考えますので、危機管理体制を強化す

るとともに、消防団並びに各地区の自主防災組織の活動支援を継続して行ってまいり

ます。 

さて、本定例会に提案しておりますのは、報告２件、承認３件、条例の一部改正１
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件、令和５年度氷川町一般会計補正予算１件、その他１件、諮問１件でございます。 

報告第１号は、有限会社氷川町まちづくり振興会の経営報告について、報告第２号

は、令和４年度氷川町繰越明許繰越計算書（一般会計）についてでありまして、この

後、担当課長より報告をさせます。 

承認第２号は、専決処分した氷川町税条例の一部を改正する条例について報告し、

承認を求めるものでございます。 

承認第３号並びに承認第４号は、専決処分した令和５年度一般会計補正予算（第１

号）並びに補正予算（第２号）について、報告し、承認を求めるものでございます。 

議案第２７号は、熊本県重度心身障がい者医療費助成事業費補助金交付要綱の一部

改正に伴い、関係条例の一部を改正するものであります。 

議案第２８号は、令和５年度氷川町一般会計補正予算（第３号）でありまして、歳

入歳出それぞれ１億８,４０１万６,０００円を追加し、歳入歳出総額それぞれ７９億

６,３５８万円とするものでございます。 

歳入の主な予算として、国庫支出金９,０９４万１,０００円、県支出金２,９９９

万７,０００円、繰越金４,９８０万５,０００円。 

歳出の主な予算は、民生費６,５９２万３,０００円、土木費５,４３４万４,０００

円、農林水産業費３,９２１万８,０００円、民生費１,１０３万７,０００円でありま

す。 

議案第２９号は、竜北体育センター空調設備改修工事請負契約の締結について、氷

川町議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第２条の規定

により、議会の議決を求めるものであります。 

諮問第１号は、人権擁護委員候補者の推薦について、議会の意見を求めるものでご

ざいます。 

以上、簡単に説明申し上げましたが、具体的な内容につきましては、担当課長に説

明をさせますので、よろしく御審議をいただき、円満なる御決定をいただきますよう

お願い申し上げまして、挨拶並びに提案理由の説明とさせていただきます。よろしく

お願いいたします。 

○議長（米村 洋君） これから、報告第１号から順次、詳細説明を求めます。農業

振興課長、増住豪二君。 

○農業振興課長（増住豪二君） 報告第１号、有限会社氷川町まちづくり振興会の経

営報告について、地方自治法第２４３条の３第２項の規定により、令和４年度有限会

社氷川町まちづくり振興会の経営状況について、別紙のとおり報告いたします。 

まず、事業年度であります令和４年度、営業計画の結果から御報告いたします。 

直売所の①につきましては、出荷者８名が退会された一方で、新規に入会された方

が４名ありました。売行き具合に応じて売場の整理、前倒しを行い、売れ残りを削減

することで出荷意欲の向上に努めました。 

③につきましては、ＪＡグループとの取組を拡大させ、トマト、塩トマト、ショウ

ガ、それから、トマトケチャップなどの加工品も含め取引を行っております。また、
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夏場の商品対策として、道の駅阿蘇波野との連携により、キャベツ、大根等の高冷地

野菜の取引が始まり、商品の拡充に努めました。 

農家レストランの①につきましては、生産者の出荷物を優先、積極的に活用してい

ます。また、当日使用する農産物名、生産者名など、生産者情報を店頭に表示し、お

客様の信頼性の向上に努めました。 

②につきましては、原材料や資材の価格高騰により収益に影響が出る中、メニュー

の見直しや原価率等のコスト意識の徹底を図り、コスト削減に努めました。また、人

件費についても、スタッフのシフトの見直し、勤怠管理など、徹底したコスト削減に

努めました。 

資料の３ページを御覧ください。 

おやつ工房の②につきましては、従来のお好み焼きを改良し、もち粉を使用したプ

チお好み焼きが好評で、売上げに大きく貢献しました。 

特産品加工事業につきましては、コロナ禍により、対外的な営業活動が出来ない状

況にありました。ＳＮＳによる情報発信を強化するとともに、４７クラブなどＥＣサ

イトを積極的に活用し、売上げ向上に努めました。 

続きまして、当期の収支を御報告いたします。 

６ページの損益計算書を御覧ください。 

金額欄の数値を御覧ください。上から２段目の数字が売上高合計になりますが、１

億９,３９５万９７０円に対して在庫や経費を引いたものが、上から１０段目の営業

損失金額４０９万７,１４６円になります。この額に、下から７段目の営業外収益１,

１４０万８,６３９円を加えて、営業外費用を差し引いたものが、下から４段目の経

常利益金額７２９万４,１５２円になります。この額から法人税等を差し引いて、当

期純利益金額は１番下の７１１万１,５８１円となっております。 

次に、５ページの貸借対照表を御覧ください。 

右下純資産の部で、前期までの繰越利益に当期純利益７１１万１,５８１円を加え

まして、下から７段目の数字になりますが、利益剰余金は２,８０８万２,８０４円と

なっております。よって、純資産は資本金と合わせ、下から２段目の４,９５８万２,

８０４円を保有しております。 

最後に、８ページを御覧ください。 

これは決算をまとめたもので、売上げと販売費及び一般管理費を項目別に計上して

おります。なお、１,０００円以下は省略します。 

売上げに関しましては、上の表になります。前年との比較で主なものは、直売所で、

前年比伸び率１０６.４パーセント、１億１,５０７万円となりました。これは、コロ

ナ禍における移動制限の解除など規制緩和により、来館者数が増加したことにより、

売上げが増加したものです。 

レストランは、前年並みの３,０９９万円となりました。コロナ禍における移動制

限の解除など規制緩和により、物産会の来館者数は増加したものの、レストランの利

用者数は伸び悩みました。メニュー品目の見直し、それから、メニュー表の工夫など
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を行いまして、前年並みの売上げで推移いたしました。 

おやつ工房は、前年比伸び率が１２７.７パーセント、６５８万円となりました。こ

れは直売所同様、来館者数が増加したことにより、売上げが増加しました。 

加工センターは、前年比伸び率が８６.７パーセント、１,３３６万円となりました。

コロナ前の取引も徐々に再開しつつありますが、安定した取引先が確保出来ない状況

にあったため、売り上げが伸び悩みました。 

次に、販売費及び一般管理費に関して、下の表になります。 

前年比較で主なものは、１段目の給料、手当は８１１万円少なくなり、４,３８５万

円。これは残業の削減、人員減により、人件費が減少したためです。 

４段目の雑給は６６万円多くなり、２２０万円。これは人員減に伴い、アルバイト

を増やしたため、賃金が増加したものです。 

１８段目の水道光熱費は２５７万円多くなり、１,３７５万円。これは、電気料金等

の値上げにより増加したものです。 

販売費合計は下から８段目、１億２,５９５万円になります。 

最終利益は６ページでも説明しましたが、１番下の７１１万円の黒字となっていま

す。以上、有限会社氷川町まちづくり振興会の経営状況について報告を終わります。 

○議長（米村 洋君） 企画財政課長、西村憲志君。 

○企画財政課長（西村憲志君） 報告第２号、令和４年度氷川町繰越明許費繰越計算

書（一般会計）について説明いたします。 

地方自治法施行令第１４６条第２項の規定により、令和４年度氷川町繰越明許費繰

越計算書（一般会計）について、別紙のとおり報告いたします。 

１枚開けていただきまして、繰越計算書を御覧ください。 

令和４年度に議決いただきました、地域介護福祉空間整備等施設整備交付金事業ほ

か１１事業、翌年度繰越額合計１億２,５２１万４,０００円です。 

財源内訳としましては、未収入特定財源の国県支出金６,６７９万９,０００円、地

方債４,２６０万円、一般財源が１,５８１万５,０００円となっております。これで、

報告第２号の説明を終わります。 

○議長（米村 洋君） 税務課長、平山早苗さん。 

○税務課長（平山早苗さん） 承認第２号、専決処分の報告及び承認について御説明

いたします。 

地方自治法第１７９条第１項の規定により専決処分した事件について、同条第３項

の規定により、別紙のとおり報告し、承認を求めるものでございます。 

専決第２号は、氷川町税条例の一部を改正する条例になります。主な内容といたし

ましては、より環境性能のよい車両の普及を促進する観点から、軽自動車税の種別割

のグリーン化特例の適用期限を延長するもの。森林環境税の導入に伴い、関係規定を

整備するもの。熊本地震による被災住宅用地に係る課税標準の特例措置の適用期間を

２年間延長するもの。引用条項の整理及び文言の整理など、法律改正に伴うものでご

ざいます。 
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なお、税条例の改正内容は、令和５年４月１日から施行する必要があり、地方税法

等の一部を改正する法律が３月議会閉会後に国会において成立し、改正法律が３月３

１日に公布されました。 

町議会を招集する時間的余裕がないことから、地方自治法第１７９条第１項の規定

により、令和５年３月３１日付専決処分したものでございます。以上で、承認第２号

の説明を終わります。 

○議長（米村 洋君） 企画財政課長、西村憲志君。 

○企画財政課長（西村憲志君） 承認第３号から承認第４号まで続けて説明いたしま

す。 

まず、承認第３号、専決処分の報告及び承認について説明いたします。 

地方自治法第１７９条第１項の規定により、令和５年４月３日付けで専決処分した

事件について、同条第３項の規定により、別紙のとおり報告し、承認を求めるもので

す。 

開けていただきまして、１ページを御覧ください。 

専決第３号、令和５年度氷川町一般会計補正予算（第１号）です。第１条、歳入歳

出予算の総額に歳入歳出それぞれ９２万４,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額

を歳入歳出それぞれ７７億７,１０６万８,０００円とするものです。 

７ページの歳出を御覧ください。 

２０款、衛生費、５項、保健衛生費、１０目、予防費、１２節、委託料９２万４,０

００円は、令和５年度春開始の新型コロナウイルスワクチン接種のシステム改修にか

かる費用で、財源を全額国費とし、対象者として、６５歳以上の方と５歳以上６５歳

未満で基礎疾患を有する方、医療従事者等約５,０００人を見込むものです。 

続きまして、歳入を説明いたします。 

６ページを御覧ください。 

６５款、国庫支出金、１０項、国庫補助金、１５目、衛生費国庫補助金、５節、保

健衛生費補助金の新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業費補助金９２万４,

０００円は、今回の新型コロナウイルスワクチン追加接種の財源とするものです。以

上が、専決第３号、令和５年度氷川町一般会計補正予算（第１号）の内容です。 

緊急を要し、議会を招集する時間的余裕がないことから専決処分したものです。こ

れで、承認第３号の説明を終わります。 

続きまして、承認第４号、専決処分の報告及び承認について説明いたします。 

地方自治法第１７９条第１項の規定により、令和５年４月２６日付で専決処分した

事件について、同条第３項の規定により、別紙のとおり報告し、承認を求めるもので

す。 

開けていただきまして、１ページを御覧ください。 

専決第４号、令和５年度氷川町一般会計補正予算（第２号）です。第１条、歳入歳

出予算の総額に歳入歳出それぞれ８４９万６,０００円を追加し、歳入歳出予算の総

額を、歳入歳出それぞれ７７億７,９５６万４,０００円とするものです。 
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７ページの歳出を御覧ください。 

１５款、民生費、１０項、児童福祉費、５目、児童福祉総務費、１０節、需用費か

ら１８節、負担金補助及び交付金までの目、補正額８４９万６,０００円は、低所得の

子育て世帯に対する子育て世帯生活支援特別給付金として、住民税非課税世帯等で児

童手当等の受給者が養育する子ども１人当たり一律５万円を給付するもので、対象者

は１５５人を見込み、財源を全額国費とするものです。 

続きまして、歳入を説明いたします。 

６ページを御覧ください。 

６５款、国庫支出金、１０項、国庫補助金、１０目、民生費国庫補助金、１０節、

児童福祉費補助金の新型コロナウイルス感染症セーフティーネット強化交付金８４

９万６,０００円は、低所得の子育て世代に対する子育て世帯生活支援特別給付金の

財源とするものです。以上が、専決第４号、令和５年度氷川町一般会計補正予算（第

２号）の内容です。 

緊急を要し、議会を招集する時間的余裕がないことから、専決処分したものです。

これで、承認第４号の説明を終わります。 

○議長（米村 洋君） 福祉課長、岩本博美さん。 

○福祉課長（岩本博美さん） 議案第２７号について御説明いたします。 

氷川町重度心身障がい者医療費助成に関する条例の一部を改正する条例を別紙の

とおり制定するため、地方自治法第９６条第１項の規定により、議会の議決を求める

ものでございます。 

提案理由としまして、熊本県重度心身障がい者医療費助成事業補助金交付要綱が一

部改正されたことに伴い、条例の一部を改正する必要があるためでございます。 

改正内容につきましては、熊本県重度心身障がい者医療費助成の受給者証と、国の

法律等による公費負担医療の受給者証の両方を持っている受給者において、重度心身

障がい者医療費助成事業の補助金交付要綱における一部負担金の定義に、一部の公費

負担医療の自己負担額しか含めていないことから、定義に含まれない国の法律等によ

る公費負担医療の受給者については、重度心身障がい者医療費助成の併用適用が出来

ず、自己負担額が軽減されない状況が生じているため、県補助金交付要綱における一

部負担金の定義の改正により、全ての公費負担医療費の給付を優先して適用し、その

後に、重度心身障がい者医療費助成を適用するものです。 

なお、この条例は公布の日から施行し、令和５年４月１日から適用するものです。

これで、議案第２７号についての説明を終わります。 

○議長（米村 洋君） 企画財政課長、西村憲志君。 

○企画財政課長（西村憲志君） 議案第２８号から議案第２９号まで続けて説明いた

します。 

まず、議案第２８号、令和５年度氷川町一般会計補正予算（第３号）について説明

いたします。 

令和５年度氷川町一般会計補正予算（第３号）を別紙のとおり定めるため、地方自
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治法第９６条第１項の規定により、議会の議決を求めるものです。 

開けていただきまして、１ページを御覧ください。 

第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１億８,４０１万６,０００円を追

加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ７９億６,３５８万円とするものです。 

４ページを御覧ください。 

第２表地方債補正です。土木債の限度額を１億９,２２０万円に変更するものです。 

歳出の主なものについて説明いたします。 

１０ページを御覧ください。 

１０款、総務費、５項、総務管理費、１３目、振興局費、１８節、負担金補助及び

交付金２,４８４万５,０００円、ＬＰガス使用世帯支援補助金は、物価高騰対応生活

者支援対策として、ＬＰガス使用世帯を支援するため、１世帯当たり６,０００円を

給付するもので、対象は３,５００世帯を見込み、国県交付金を財源とするものです。 

６３目、学童保育所整備基金費、２４節、積立金６５万９,０００円、竜北西部学童

保育所整備基金積立金は、受領済みの寄附金から竜北西部学童保育所整備事業に要し

た費用を差し引いた寄附金を返還するため、事業に充当した寄附金の残額を基金に積

み立てるものです。 

１１ページを御覧ください。 

１５款、民生費、５項、社会福祉費、５目、社会福祉総務費、１０節、需用費から

１９節、扶助費までの目合計５,００５万７,０００円は、住民税非課税世帯等に対す

る臨時特別給付金として、コロナ禍による光熱水費や食料品等の価格高騰の影響を受

けている低所得世帯を支援するため、システムの改修や、一世帯当たり３万円の価格

高騰重点支援給付金を給付するもので、対象は１,６００世帯を見込み、国交付金を

財源とするものです。 

１２ページを御覧ください。 

２２節、償還金利子及び割引料２５８万４,０００円は、令和３年度、４年度の住民

税非課税世帯等に対する臨時特別給付金の事業費確定に伴う国庫補助金の返還金で

す。 

１０項、児童福祉費、５目、児童福祉総務費、１２節、委託料１３２万円は、妊娠

届出時と出生届出時に、それぞれ５万円を給付している出産子育て応援給付金事業に

ついて、現在は、台帳等をエクセルで管理しておりますが、事務の軽減と他自治体と

の連携も必要なことから、総合行政システムを改修するための費用です。 

１９節、扶助費６３０万円、物価高騰対策子育て応援券支給事業は、物価高騰の影

響を受ける子育て世帯の経済的負担を軽減するため、３歳未満児を対象に、子育て物

資の購入に利用できるクーポン券を１人当たり３万円分配布するもので、対象者２１

０人を見込み、国県交付金を財源とするものです。 

物価高騰対策子育て支援臨時給付金の１５０万円は、当初１６０人分を計上してい

ましたが、令和５年度出生見込みの５０人分が計上漏れであったため、計上するもの

で、国県交付金を財源とするものです。 
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１３ページを御覧ください。 

２２節、償還金利子及び割引料２７７万３,０００円、竜北西部学童保育所整備事

業返還金は、竜北西部学童保育所整備に要した費用の精算に伴い、受領済みの寄附金

から事業に係る対象経費を差し引いた寄附金の残額を返還するものです。 

１５目、保育所費、１８節、負担金補助及び交付金１２４万６,０００円、物価高騰

対策事業保育所等分補助金は、物価高騰の影響を受けている保育所等に対して、光熱

水費等の一部を支援するもので、町内８つの事業所を対象とし、国県交付金を財源と

するものです。 

２５款、農林水産業費、５項、農業費、１０目、農業振興費、１８節、負担金補助

及び交付金３,６７６万１,０００円のうち、攻めの園芸生産対策事業補助金１１０万

７,０００円は、果樹農家のコスト低減対策として、さく井及びポンプ一式を導入す

るための補助金で、費用の２分の１以内を県が補助するものです。 

１４ページを御覧ください。 

産地生産基盤パワーアップ事業補助金７９万９,０００円は、国産麦生産拡大のた

め、農事組合法人がサブソイラー等の機械を導入するための補助金で、費用の２分の

１以内を、国が県を通して補助するものです。 

施設園芸燃油価格高騰対策支援事業補助金から畳表経糸価格高騰対策支援事業補

助金までの４事業合計３,０６１万４,０００円は、燃油価格や飼料価格、材料費など

の高騰による上昇分の一部を補助するもので、国交付金を財源とするものです。 

攻めの園芸緊急生産対策事業補助金３９４万１,０００円は、果樹農家の生産力向

上や省力化などを目指すため、施設整備や機械導入を支援するための補助金で、費用

の３分の１以内を県が補助するものです。 

３０目、農産加工センター費、１７節、備品購入費１６万５,０００円は、農産加工

センターにある足踏み式シーラーが老朽化により使用出来なくなったため、新たに購

入するものです。 

１５ページを御覧ください。 

３５款、土木費、１０項、道路橋りょう費、１５目、道路新設改良費、１４節、工

事請負費９５０万円は、町道吉本本山線、町道高速道路側道１号線の道路改良工事に

係るもので、当初予算計上時に設計業務が完了しておらず、概算工事費を計上してお

りましたが、設計業務の完了に伴い、工事設計額が確定したため、不足分を計上する

ものです。 

１６節、公有財産購入費２７６万５,０００円は、町道中網道西網道線道路改良事

業に伴う用地購入費で、補償額の確定に伴い、計上するものです。 

２１節、補償補填及び賠償金２,１９５万５,０００円は、町道栫６号線、町道高速

道側道１号線の道路改良事業に伴う立木補償金と、町道中網道西網道線の道路改良事

業に伴う建物等の補償金で、補償額の確定に伴い、計上するものです。 

１６ページを御覧ください。 

２５項、住宅費、１０目、住宅建設費、１２節、委託料２,０１２万４,０００円、
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地域優良賃貸住宅整備事業調査委託料は、氷川警察署跡地の住宅整備事業に伴う要求

水準書を作成するに当たり、現地の詳細な情報を調査する必要があるため、アスベス

ト等調査業務や地質調査業務などを委託するものです。 

１７ページを御覧ください。 

４５款、教育費、２０項、社会教育費、１０目、公民館費、１８節、負担金補助及

び交付金６８万円、地区集会所施設等建築費補助金は、鹿島地区公民館と南鹿野地区

公民館のトイレ改修等に係る町費補助金です。 

次に、歳入の主なものについて説明いたします。 

７ページを御覧ください。 

６５款、国庫支出金、１０項、国庫補助金、５目、総務費国庫補助金、５節、総務

費補助金９,０７１万円、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金は、各

種物価高騰対策支援事業の財源とするものです。 

３０目、５節、石油貯蔵施設立地対策等交付金５５万円の減額は、石油貯蔵量調査

の結果、八代の石油コンビナートの石油貯蔵量が基準の１０万キロリットルに満たな

くなったため、交付されないこととなったものです。 

３５目、教育費国庫補助金、１３節、学校教育補助金７０万７,０００円、教育支援

体制整備事業費補助金は、宮原小学校に配置している医療的ケア看護職員に係る経費

の財源とするものです。 

７０款、県支出金、１０項、県補助金、５目、総務費県補助金、５節、総務費、補

助金２,３５１万６,０００円、物価高騰対応生活者支援交付金は、各種物価高騰対策

支援事業とＬＰガス使用世帯支援補助金の財源とするものです。 

１０目、民生費県補助金、１０節、児童福祉費補助金６２万３,０００円、物価高騰

対応事業保育所等分補助金は、新型コロナウイルス感染症の影響で、光熱費が高騰し

ている保育所等を支援するための補助金の財源とするものです。 

２０目、農林水産業費県補助金、５節、農業費補助金合計５８４万７,０００円は、

攻めの園芸生産対策事業補助金などの補助事業の財源とするものです。 

８ページを御覧ください。 

８５款、繰入金、１０項、基金繰入金、２０目、５節、合併振興基金繰入金４２０

万円の減額と、３０目、５節、ふるさと氷川応援基金繰入金６００万円の減額は、プ

レミアム付商品券販売事業や物価高騰における給食費の補助などについて、当初、そ

れぞれの基金繰入金を充当しておりましたが、新型コロナウイルス感染症対応地方創

生臨時交付金が交付されることとなったため、財源を組み替えるものです。 

９ページを御覧ください。 

６０目、５節、竜北西部学童保育所整備基金繰入金２７７万２,０００円は、竜北西

部学童保育所整備に要した費用を差し引いた寄附金を返還するため、一般会計に繰り

入れるものです。 

９９款、５項、町債、２０目、土木債、３０節、過疎対策事業債２,０７０万円は、

道路新設改良事業の財源とするものです。これで、議案第２８号の説明を終わります。 
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次に、議案第２９号、工事請負契約の締結について説明いたします。 

竜北体育センター空調設備改修工事について、工事請負契約を締結するために、議

会の議決を求めるものです。 

契約金額を６,８２０万円とし、契約の相手方を熊本県八代郡氷川町鹿島７４５番

地４、株式会社上村工業、代表取締役上村幸義様とするものです。 

提案理由といたしまして、竜北体育センター空調設備改修工事請負契約の締結につ

いては、氷川町議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第２

条の規定により、議会の議決が必要ですので、提案するものです。これで、議案第２

９号の説明を終わります。 

○議長（米村 洋君） 町長、藤本一臣君。 

○町長（藤本一臣君） 諮問第１号について、御説明をいたします。 

下記の者を人権擁護委員の候補者として推薦したいので、人権擁護委員法第６条第

３項の規定により、議会の意見を聞くものでございます。 

住所、熊本県八代郡氷川町早尾９９９番地、氏名、草野信一、生年月日、昭和３０

年３月３１日生まれでございます。 

同氏は令和２年から同職にあり、誠実にその職責を果たしていただいております。

また、民生委員児童委員も併任され、地域の実情にも詳しく、地区住民から信頼され

ております。お互いの人格や個性を尊重し支え合うことの大切さを伝える人権擁護委

員として、今後も活躍が期待出来ますので、再任していただきたく、候補者として推

薦してよろしいか、議会の意見を求めます。 

○議長（米村 洋君） 説明が終わりました。 

ここで、１１時まで暫時休憩いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

午前１０時４８分 

午前１１時００分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（米村 洋君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

これから質疑を行います。承認第２号について質疑ありませんか。 

〔「質疑なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（米村 洋君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

次に、承認第３号について質疑ありませんか。 

〔「質疑なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（米村 洋君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

次に、承認第４号について質疑ありませんか。 

〔「質疑なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（米村 洋君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

次に、議案第２７号について質疑ありませんか。 

〔「質疑なし」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（米村 洋君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

次に、議案第２８号について質疑ありませんか。吉川義雄君。 

○６番（吉川義雄君） １０ページの１０款、総務費、５目、一般管理費のＬＰガス

使用世帯支援補助金について、先ほど、１世帯に６,０００円を支給すると言われま

したが、どういう方法でされるんでしょうか。内容をもう少し聞かせていただきたい

と思います。先ほどの専決処分の説明のときに、住民税非課税世帯に対するクーポン

券の支給の話がありましたが、ガスの補助金については、支給するという説明だけだ

ったので、その支給方法を聞かせてください。 

○議長（米村 洋君） 地域振興課長、村上孝治君。 

○地域振興課長（村上孝治君） このＬＰガス支援につきましては、現在、熊本県で

準備を進めておられます。ただし、実施主体につきましては、市町村ということで新

聞報道等で周知されているところです。方法につきましては、市町村が、熊本県のＬ

Ｐガス協会を通して、ＬＰガスの使用世帯に支援をするという流れになっているとこ

ろです。以上です。 

○議長（米村 洋君） 吉川義雄君。 

○６番（吉川義雄君） 熊日新聞に、県が半額を補助します、という記事が載りまし

た。それを読むと、市町村が決める現金給付や地域振興券発行といった支援の半額を

県が出すとなっていて、氷川町の場合は、現金を給付されるのか、それとも地域振興

券という形でされるのか、そこを聞かせてください。 

○議長（米村 洋君） 地域振興課長、村上孝治君。 

○地域振興課長（村上孝治君） 氷川町につきましては、現金で支給することにして

おります。 

○議長（米村 洋君） ほかに質疑ありませんか。上田俊孝君。 

○７番（上田俊孝君） 令和５年の補正予算一般会計の１２ページ。２５８万４,００

０円の、非課税世帯に対する給付金３万円は、最短でいつ支給されるのかを教えてく

ださい。 

○議長（米村 洋君） 福祉課長、岩本博美さん。 

○福祉課長（岩本博美さん） ただいまの２５８万４,０００円の給付金の支給につ

きましては、既に終わっておりまして、今回は、給付金の返還金の計上になります。 

○議長（米村 洋君） 上田俊孝君。 

○７番（上田俊孝君） 非課税世帯のところに、また３万円の給付金が来ると思いま

すけれど、その支払い日について、最短でいつか教えてください。 

○議長（米村 洋君） 福祉課長、岩本博美さん。 

○福祉課長（岩本博美さん） ７月上旬に確認書を発送いたしまして、第１回目は７

月２１日を計画しております。以上です。 

○議長（米村 洋君） 上田俊孝君。 

○７番（上田俊孝君） ７月２１日が最短ということでいいんですね。 

○議長（米村 洋君） 岩本博美さん。 
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○福祉課長（岩本博美さん） はい。そういうことになります。 

○議長（米村 洋君） 上田俊孝君。 

○７番（上田俊孝君） 何世帯ぐらいを予定されていますか。 

○議長（米村 洋君） 福祉課長、岩本博美さん。 

○福祉課長（岩本博美さん） ３万円の１,６００世帯を計画しております。以上で

す。 

○議長（米村 洋君） 上田俊孝君。 

○７番（上田俊孝君） 分かりました。ありがとうございます。 

○議長（米村 洋君） ほかに質疑ありませんか。 

〔「質疑なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（米村 洋君） これで質疑を終わります。 

次に、議案第２９号について質疑ありませんか。 

〔「質疑なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（米村 洋君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

お諮りします。ただいま議題となっております承認第２号から議案第２９号までは、

お手元に配りました議案付託表のとおり、それぞれの常任委員会に付託したいと思い

ますが、御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（米村 洋君） 異議なしと認めます。したがって、承認第２号から議案第２

９号までは、議案付託表のとおり、それぞれの常任委員会に付託することに決定しま

した。 

以上で本日の日程は終了しました。 

 本日はこれで散会します。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

散会 午前１１時７分 

 


